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ゴ
ル
フ
の
北
星
会
は
、
今
年

の
開
催
日
程
を
決
め
た
。
6
月

6
日
（
木
）
に
埼
玉
・
飯
能
グ

リ
ー
ン
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
、

　

★
北
海
道
倶
楽
部
会
報
は
、
北
海
道
新
聞
社
か
ら

記
事
、
写
真
の
協
力
を
得
て
、
作
成
し
て
い
ま
す
。

　

北
海
道
知
事
の
鈴
木
直
道
で

す
。
今
回
は
、
石
狩
管
内
江
別

市
に
あ
る
「
ゆ
め
ち
か
ら
テ
ラ

ス
」
へ
の
訪
問
に
つ
い
て
ご
紹

介
し
ま
す
。

　

こ
の
施
設
は
、
道
産
小
麦

「
ゆ
め
ち
か
ら
」
の
地
元
生
産

者
と
製
パ
ン
メ
ー
カ
ー
が
共
同

し
て
、
２
０
１
８
年
に
オ
ー
プ

ン
し

ま
し

た
。

パ
ン

の
販

売
所

と
地

元
生

産
者
の
方
々
が
自
ら
運
営
す
る

野
菜
直
売
所
（
写
真
上
）
を
併

設
し
た
施
設
で
、
連
日
多
く
の

お
客
様
で
賑
わ
っ
て
い
ま
す
。

　

販
売
所
は
、
焼
き
た
て
の
パ

ン
の
香
ば
し
く
、
優
し
い
香
り

に
包
ま
れ
、「
ゆ
め
ち
か
ら
」

の
魅
力
を
存
分
に
引
き
出
し
た

数
多
く
の
パ
ン
が
所
狭
し
と
並

ん
で
い
ま
す
。
私
も
人
気
の
食

パ
ン
を
は
じ
め
５
種
類
の
パ
ン

を
試
食
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
豊

か
な
風
味
と
も
ち
も
ち
と
し
た

食
感
を
堪
能
し
、
改
め
て
多
く

の
方
々
に
道
産
小
麦
の
素
晴
ら

し
さ
を
知
っ
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
食
の
安
全
・
安
心
や

地
産
地
消
へ
の
熱
い
想
い
を
お

伺
い
し
、
生
産
現
場
と
メ
ー
カ

ー
の
皆
様
が
想
い
一
つ
に
緊
密

に
連
携
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ

る
と
強
く
感
じ
ま
し
た
。

　

道
と
し
て
も
、
地
域
の
皆
様

と
力
を
合
わ
せ
な
が
ら
生
産
力

と
競
争
力
を
強
化
し
、
道
産
農

産
物
の
生
産
振
興
や
消
費
拡
大

に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

   

知
事
エ
ッ
セ
ー

　
　
　

～
石
狩
管
内
で
～

２
０
２
３
年
度
定
時
会
員
総
会
開
く

イトーヨーカドー道 内 から撤 退 へ
道民からは惜しむ声も

今
秋
に
も
初
訪
米
へ

24
年
度
予
算
、
事
業
計
画
な
ど
報
告

北海道コンサドーレ札幌
オフィシャルガイドブック2024
北海道新聞社 編　コンサドーレ 監修
120 頁　定価 1650 円
北海道コンサドーレ札幌の全選手を紹介。ペトロビッチ
監督、三上大勝GM、河合竜二 CRC、新加入選手のイン
タビューなど、読み応えのある記事が満載。

お求めは
書店または
インターネットで

ふるさとの本ご案内　北海道新聞社

北海道新聞社出版センター　〒060-8711 札幌市中央区大通西3丁目6 
☎ 011-210-5744　受付 9：30～17：30 (土日・祝除く)　価格は税込
出版センターにお電話いただければ直接手配もいたします(代引き・送料別途)

天はあおあお 野はひろびろ
池澤夏樹の北海道
池澤夏樹 著　写真・水越武
A5 変型判　256 頁　定価 2420 円
北海道新聞連載を中心に、2000年以降に発表された
北海道にかかわる文章 47 編。幼少期の思い出を綴っ
た「おびひろ1950」も全編収録。自然写真の巨匠・水
越武の写真 27点を添え、故郷への追憶と希望をうたう。

「ゆめちからテラス」の
パン販売所で

　

北
海
道
倶
楽
部
の
２
０
２
３
年
度
（
令
和
5
年
度
）
定
時
会
員
総
会
が
3
月
12
日
、
東
京
・

千
代
田
区
の
「
永
田
町
ほ
っ
か
い
ど
う
ス
ク
エ
ア
」
で
開
か
れ
、
す
で
に
理
事
会
決
定
し
て
い

る
24
年
度
事
業
計
画
、
予
算
な
ど
を
報
告
、
全
会
一
致
で
了
承
し
た
。
合
わ
せ
て
役
員
改
選
も

行
い
、
川
村
隆
会
長
ら
6
人
の
理
事
、
監
事
2
人
の
留
任
を
決
め
た
ほ
か
、
新
た
に
3
人
の
理

事
を
選
ん
だ
。

　

 

総
会
冒
頭
、
川
村
会
長
が

「
北
海
道
の
人
口
減
少
が
止
ま

ら
な
い
中
、
新
た
な
動
き
も
で

て
き
て
い
る
。
千
歳
に
進
出
し

た
ラ
ピ
ダ
ス
が
半
導
体
工
場
の

建
設
を
始
め
た
ほ
か
、
北
広
島

で
は
北
海
道
ボ
ー
ル
パ
ー
ク
Ｆ

ビ
レ
ッ
ジ
を
核
に
し
た
街
づ
く

り
が
進
ん
で
い
る
」
と
あ
い
さ

つ
。

　
「
領
土
返
還

に
動
き
は
な

い
が
、
倶
楽

部
と
し
て
は

従
来
通
り
返

還
運
動
に
粘

り
強
く
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
」と
訴
え
た
。

　

ま
た
、
会
員
で
囲
碁
の
ア
マ

チ
ュ
ア
九
段
に
な
っ
た
永
田
武

彦
さ
ん
を
祝
福
、「
倶
楽
部
と

し
て
も
お
祝
い
を
し
た
い
」
と

話
し
た
。

　

こ
の
後
、
議
事
に
移
り
事
務

局
が
、
総
額
約
１
５
０
０
万
円

に
上
る
24
年
度
予
算
な
ど
を
報

告
、
了
承
し
た
。

　
　

　

ま
た
、役
員
改
選
も
行
わ
れ
、

川
村
隆
、
大
久
保
尚
武
、
小
池

明
夫
、
鈴
木
秀
一
、
本
間
修
、

岡
村
進
の
6
理
事
の
留
任
を
決

定
。
阿
部
修
平
、
有
末
真
哉
、

間
瀬
雅
晴
の
3
氏
を
新
理
事
に

選
任
し
た
。

　

阿
部
氏
は
札
幌
市
出
身
で
22

年
北
海
道
倶
楽
部
入
会
、
ス

パ
ー
ク
ス
・
グ
ル
ー
プ
社
長
。

有
末
氏
は
東
京
都
出
身
、
17
年

倶
楽
部
入
会
、
元
三
井
生
命
会

長
。
間
瀬
氏
は
横
浜
市
出
身
、

元
北
方
領
土
問
題
対
策
協
会
専

務
理
事
、
倶
楽
部
に
は
09
年
入

会
し
、
評
議
員
会
議
長
を
務
め

て
い
た
。

　

新
体
制
の
役
職
は
、
会
長
に

引
き
続
き
川
村
氏
が
就
く
ほ

か
、
川
村
氏
が
兼
務
し
て
い
た

理
事
長
に
大
久
保
氏
が
就
任
す

る
。副
会
長
は
小
池
氏
が
続
投
、

鈴
木
副
理
事
長
は
常
務
理
事
を

兼
ね
る
。
有
末
、
本
間
両
氏
は

副
理
事
長
。

　

監
事
の
鐵
川
照
夫
、
澤
野
正

明
両
氏
は
留
任
し
た
。

知事

 「
ラ
ピ
ダ
ス
」
進
出
で

    

Ｎ
Ｙ
州
の
半
導
体
集
積
地
へ

　

鈴
木
直
道
知
事
は
今
秋
に
も

訪
米
す
る
意
向
だ
。
半
導
体
関

連
企
業
が
集
積
す
る
米
東
部

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
の
州
都
オ
ー

ル
バ
ニ
を
訪
問
す
る
。
道
は
次

世
代
半
導
体
の
量
産
化
を
目
指

す
、
ラ
ピ
ダ
ス
（
東
京
）
の
千

歳
進
出
を
契
機
に
、
半
導
体
の

製
造
研
究
に
関
す
る
複
合
拠
点

の
形
成
を
目
指
し
て
お
り
、
先

進
地
を
視
察
、
参
考
に
し
た
い

考
え
だ
。
知
事
の
公
務
で
の
訪

米
は
就
任
後
初
め
て
。

　

オ
ー
ル
バ
ニ
に
は
Ｉ
Ｂ
Ｍ
が

入
る
産
学
官
連
携
の
複
合
研
究

施
設
が
あ
る
。
Ｉ
Ｂ
Ｍ
は
2
㌨

㍍
（
ナ
ノ
は
10
億
分
の
1
）
級

の
次
世
代
半
導
体
の
試
作
に
成

功
。
ラ
ピ
ダ
ス
は
同
社
と
共
同

で
量
産
技
術
の
開
発
に
取
り
組

む
た
め
、
現
地
に
社
員
を
派
遣

し
て
い
る
。

　

ま
た
、
施
設
に
は
東
京
エ
レ

ク
ト
ロ
ン
な
ど
日
本
の
半
導
体

関
連
企
業
も
入
っ
て
い
る
。

　

道
は
昨
年
11
月
、
半
導
体
関

連
産
業
振
興
ビ
ジ
ョ
ン
の
素
案

を
ま
と
め
た
。
道
央
圏
に
半
導

体
の
製
造
研
究
に
関
す
る
複
合

拠
点
を
整
備
す
る
構
想
を
盛
り

込
ん
で
お
り
、「
先
進
地
の
視

察
は
不
可
欠
」
と
し
た
。

　

訪
米
は
昨
年
8
月
、
日
米
交

流
団
体
「
ジ
ャ
パ
ン
・
ソ
サ
エ

テ
ィ
」
の
幹
部
が
来
道
し
て
鈴

木
知
事
と
面
会
、
打
診
さ
れ

た
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
北
海
道

の
食
と
観
光
の
Ｐ
Ｒ
を
行
う
こ

と
も
、
視
野
に
入
れ
て
い
る
と

い
う
。

北
星
会
日
程
決
ま
る

　

総
合
ス
ー
パ
ー
の
イ
ト
ー
ヨ
ー
カ
堂
（
東
京
）
が
、
半
世
紀
で
道
内
か
ら
姿
を
消
す
こ
と
に
な
っ
た
。
現
在
展
開
す
る
札
幌

市
内
な
ど
6
店
舗
は
、
食
品
ス
ー
パ
ー
な
ど
に
事
業
譲
渡
す
る
計
画
だ
。
地
域
の
「
旗
艦
店
」
に
も
な
っ
て
い
た
だ
け
に
、
道

民
か
ら
は
撤
退
を
惜
し
む
声
が
相
次
い
で
い
る
。

　

道
内
の
ヨ
ー
カ
ド
ー
店
舗
は

札
幌
・
琴
似
店
、
福
住
店
、
屯

田
店
、
ア
リ
オ
札
幌
店
、
帯
広

店
、
北
見
店
。
同
社
の
発
表
に

よ
る
と
、
琴
似
、

屯
田
店
の
札
幌
市

内
2
店
は
、
食
品

ス
ー
パ
ー
「
ロ
ピ

ア
」
を
運
営
す
る

Ｏ
Ｉ
Ｃ
グ
ル
ー

プ
（
川
崎
市
）
に

引
き
継
ぐ
。
ア
リ

オ
札
幌
店
の
食
品

売
り
場
は
、
食
品

ス
ー
パ
ー
の
ダ
イ

イ
チ
（
帯
広
）
に

事
業
譲
渡
す
る
。

　

帯
広
店
も
ダ
イ
イ
チ
が
継
承

す
る
方
向
で
調
整
、
北
見
店
は

閉
店
の
見
込
み
。
札
幌
・
福
住

店
は
、
譲
渡
に
向
け
て
交
渉
を

進
め
て
い
る
と
い
う
。

　

パ
ー
ト
や
ア
ル
バ
イ
ト
は
原

則
、
譲
渡
先
で
雇
用
が
維
持
さ

れ
る
。
正
社
員
は
異
動
な
ど
で

対
応
す
る
考
え
だ
。

　

イ
ト
ー
ヨ
ー
カ
堂
が
道
内
に

進
出
し
た
の
は
１
９
７
５
年
、

ピ
ー
ク
時
に
は
15
店
舗
を
数
え

た
。

　

撤
退
の
最
大
の
理
由
は
、
厳

し
い
低
価
格
競
争
だ
。
か
つ
て

ヨ
ー
カ
ド
ー
は
1
カ
所
で
食
品

か
ら
衣
料
品
、
日
用
品
ま
で
そ

ろ
う
総
合
ス
ー
パ
ー
（
Ｇ
Ｍ

Ｓ
）
と
し
て
、
消
費
者
の
支
持

を
集
め
た
。
だ
が
、
衣
料
品
の

ユ
ニ
ク
ロ
、
家
具
・
イ
ン
テ
リ

ア
の
ニ
ト
リ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ

ス
（
北
海
道
倶
楽
部
会
員
）
な

ど
、
専
門
店
の
台
頭
で
売
り

上
げ
が
減
り
、
店
舗
の
閉
店

が
加
速
し
た
。
道
内
店
舗
の

２
０
２
３
年
2
月
期
の
売
上
高

は
計
４
７
７
億
円
で
、
10
年
間

で
3
割
以
上
減
少
し
て
い
る
。

　

ヨ
ー
カ
堂
は
東
北
と
信
越
か

ら
も
撤
退
し
、
両
地
区
の
6
店

舗
も
事
業
譲
渡
す
る
。

　

親
会
社
の
セ
ブ
ン
＆
ア
イ
Ｈ

Ｄ
は
23
年
3
月
、
地
方
を
中
心

と
し
た
ヨ
ー
カ
堂
の
33
店
舗
を

26
年
2
月
ま
で
に
削
減
し
、
93

店
舗
に
す
る
と
発
表
。
首
都
圏

中
心
の
体
制
に
移
行
す
る
方
針

を
示
し
て
い
た
。

　

 

新
理
事
に

 

阿
部
、
有
末
、

 

間
瀬
の
３
氏

閉
店
が
決
ま
っ
た
琴
似
店
（
北
海
道
新
聞

社
提
供
）

６
月
６
日　

飯
能
グ
リ
ー
ン

11
月
14
日　

我
孫
子

11
月
14
日
（
木
）
に
千
葉
・
我

孫
子
ゴ
ル
フ
倶
楽
部
の
2
回
の

予
定
で
、
一
般
も
含
め
多
く
の

参
加
を
呼
び
掛
け
て
い
る
。

　

6
月
6
日
の
大
会
は
午
前
8

時
42
分
イ
ン
ス
タ
ー
ト
、
川
村

隆
会
長
、
大
久
保
尚
武
理
事
長

も
出
場
予
定
。
キ
ャ
デ
ィ
ー
付

き
で
料
金
は
1
万
６
１
７
０

円
、
5
組
を
募
集
し
て
い
る
。

　

申
し
込
み
、
問
い
合
わ
せ

は
倶
楽
部
事
務
局
へ
メ
ー

ル
（hkkd-clb@soleil.ocn.

ne.jp

）
か
フ
ァ
ク
ス
（
03
・

３
５
８
１
・
４
０
２
２
）
で
。

あいさつする川村会長

就
任
の
あ
い
さ
つ
を
す
る
間
瀬

新
理
事

鈴木直道知事（道提供）
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北
海
道
新
聞
社
の
本

★
北
海
道
発
「
１
０
０
年
時
代
」
の
私
の
く
ら
し
人
生
帳

北
海
道
新
聞
社
編　

監
修
・
福
田
淳
一　

Ａ
４
判　

96
頁　

定
価
１
２
１
０
円

　

歴
史
年
表
を
参
考
に
書
く
自
分
史
、
日
常
の
備
忘
録
、
終

活
帳
の
要
素
に
加
え
、
生
前
整
理
、
住
ま
い
、
遺
産
分
割
、

お
墓
な
ど
、
生
活
に
も
役
立
つ
「
終
活
入
門
ミ
ニ
ガ
イ
ド
」

も
収
録
。

★
北
海
道
絶
滅
動
物
館

「
北
海
道
絶
滅
動
物
館
」
編
集
委
員
会
編
、
作
画
・
構
成　

浩
而
魅
諭　

Ｂ
５
判　

１
６
０
頁　

定
価
２
７
５
０
円

　

カ
ム
イ
サ
ウ
ル
ス
か
ら
デ
ス
モ

ス
チ
ル
ス
、
サ
ッ
ポ
ロ
カ
イ
ギ
ュ

ウ
、
ナ
ウ
マ
ン
ゾ
ウ
ま
で
45
種
の

古
生
物
を
、
全
道
各
地
の
博
物
館

学
芸
員
が
最
新
の
研
究
成
果
を
も

と
に
解
説
。

★
ほ
っ
か
い
ど
う 

は
じ
め
て
の
虫
さ
が
し

堀
繁
久
著　

Ａ
４
判　

40
頁　

定
価
２
３
１
０
円

　

ダ
ン
ゴ
ム
シ
や
カ
タ
ツ
ム
リ
は
ど
こ
に
い
て
、
ど
う
つ
か

ま
え
る
の
？ 

初
め
て
虫
と
り
に
挑
む
小
さ
な
子
と
親
必
読

の
ガ
イ
ド
で
、
目
指
せ
虫
と
り
マ
ス
タ
ー
！

曾
祖
母
が
北
海
道
に
茶
道
を
広
め
た
！
②

♦
１
９
０
０
年　

岡
山
か
ら

北
海
道
へ

　

辻
秀
自
身
に
つ
い
て
、
手

元
に
あ
る
資
料
を
も
と
に
年

を
追
っ
て
追
加
記
載
し
て
み

る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

　

生
ま
れ
た
の
は
１
８
４
６

（
弘
和
3
）年
。
岡
山
で
育
っ

た
後
、縁
あ
っ
て
岡
山
藩
主
・

池
田
家
の
家
臣
辻
知
行
と
結

婚
、
１
８
６
８
年
明
治
維
新

を
迎
え
る
。

　

辻
秀
は
江
戸
時
代
末
期
か

ら
岡
山
で
修
業
を
重
ね
プ
ロ

テ
ス
タ
ン
ト
の
伝
導
師
、
裏

千
家
茶
道
の
師
匠
と
な
る
。

　

１
８
９
５
（
明
治
28
）
年
、

辻
知
行
は
61
歳
で
永
眠
。

　

１
９
０
０
（
明
治
33
）
年
、

辻
秀
は
岡
山
か
ら
北
海
道
旭

川
に
渡
り
、
札
幌
や
旭
川
で

キ
リ
ス
ト
教
の
布
教
と
裏
千

家
茶
道
の
普
及
に
努
め
る
。

　

１
９
０
５
（
明
治
38
）
年

に
日
露
戦
争
の
た
め
一
時
岡

山
に
帰
郷
す
る
が
、
北
海
道

の
弟
子
た
ち
の
強
い
要
請
で

１
９
０
９
（
明
治
42
）
年
再

び
北
海
道
に
渡
り
、
今
度
は

札
幌
を
拠
点
に
裏
千
家
茶
道

の
普
及
に
重
点
を
置
い
て
尽

力
し
た
。

　

１
９
１
６
（
大
正
5
）
年

7
月
に
は
、
裏
千
家
若
宗
匠

（
淡
々
斎
）
を
北
海
道
に
招

い
て
久
保
宗
衣
宅
で
大
茶
会

を
開
い
た
。

♦
最
高
位
十
段
に

　

１
９
２
３
（
大
正
12
）
年

5
月
に
は
、
裏
千
家
13
代
圓

能
斎
家
元
の
代
理
・
宗
叔
若

宗
匠
（
後
の
淡
々
斎
）
か
ら

「
今
日
庵
台
子
拾
段
」
を
受

け
と
っ
た
。
ス
ポ
ー
ツ
界
の

柔
道
で
も
、
最
高
位
の
十
段

取
得
は
め
っ
た
に
な
い
。
極

め
て
稀
な
例
と
い
え
る
。

　

１
９
３
４
（
昭
和
9
）
年

5
月
に
は
「
西
の
宮
」
料
亭

で
辻
秀
の
米
寿
の
祝
い
会
が

開
か
れ
、
14
代
淡
々
斎
家
元

か
ら
黒
い
養
老
頭
巾
（
袋
師

栄
斉
）
を
直
に
受
け
た
。

　

裏
千
家
の
家
元
が
辻
秀

（
宗
秀
）
の
北
海
道
で
の
功

績
を
高
く
評
価
し
、
異
例
と

思
わ
れ
る
ほ
ど
の
処
遇
を
施

し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

♦
91
歳
で
永
眠

　

１
９
３
７
（
昭
和
12
）
年

札
幌
で
永
眠
、
辻
知
行
と
共

に
岡
山
の
墓
に
入

る
。

　

辻
秀
の
人
生
を

ざ
っ
く
り
と
総
括

す
る
と
、
江
戸
時

代
末
期
か
ら
明
治

時
代
中
期
ま
で
に

岡
山
で
身
に
つ
け

た
知
識
・
技
能
や

教
養
な
ど
を
、
後

半
の
約
30
年
を
か

け
て
北
海
道
開
拓

の
た
め
に
札
幌
、

旭
川
、
岩
見
沢
な

ど
で
弟
子
た
ち
に

伝
え
残
し
た
一
生

だ
っ
た
と
い
え
る
。

　

１
９
５
９
（
昭

和
34
）
年
8
月
に

は
北
海
道
岩
見
沢
の

高
木
宗
芳
宅
で
弟
子
た
ち
に

よ
る
「
辻
秀
先
生
23
回
忌
追

悼
茶
会
」
が
開
か
れ
た
。

倶
楽
部
会
員　

辻　

知
秀

１
９
０
２
（
明
治
35
）
年
５
月
十
三
代
家
元
・
圓
能
斎　

初
の
来
道
。
後
姿
の
圓
能
斎
と
右
奥
の
辻
秀
と
そ
の
弟
子

た
ち

茶
会
後
の
集
合
写
真　

下
段
中
央

が
辻
秀

ツルハ、イオン傘下へ
業界トップ・ウエルシアとは統合

　

ド
ラ
ッ
グ
ス
ト
ア
業
界
2
位
の
ツ
ル
ハ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
（
Ｈ
Ｄ
、
札
幌
）
が
、
２
０
２
７
年
末
ま
で
に
流
通
大
手
イ
オ

ン
（
千
葉
）
の
傘
下
に
入
る
こ
と
に
な
っ
た
。
一
方
で
ツ
ル
ハ
Ｈ
Ｄ
は
イ
オ
ン
子
会
社
で
ド
ラ
ッ
グ
ス
ト
ア
首
位
の
ウ
エ
ル
シ

ア
Ｈ
Ｄ
（
東
京
）
を
完
全
子
会
社
化
す
る
。
両
Ｈ
Ｄ
の
経
営
統
合
で
、
売
上
高
2
兆
円
超
、
国
内
シ
ェ
ア
の
4
分
の
1
を
占
め

る
巨
大
チ
ェ
ー
ン
が
誕
生
す
る
。ツ
ル
ハ
Ｈ
Ｄ
は
今
後
、海
外
展
開
を
加
速
、統
合
後
5
年
で
売
上
高
3
兆
円
を
目
指
す
考
え
だ
。

売
上
高
国
内
シ
ェ
ア
４
分
の
１
、２
兆
円
超
に

　

イ
オ
ン
は
現
在
、
ツ
ル
ハ
Ｈ

Ｄ
株
の
13
・
６
％
を
保
有
、
3

月
中
旬
ま
で
に
ツ
ル
ハ
Ｈ
Ｄ
株

を
持
つ
香
港
の
投
資
フ
ァ
ン
ド

か
ら
、
13
・
６
％
を
取
得
す
る

こ
と
で
合
意
し
た
。
今
後
も

ツ
ル
ハ
Ｈ
Ｄ
株
を
買
い
増
し
、

２
０
２
７
年
末
ま
で
に
過
半
数

を
取
得
す
る
。

　

一
方
、
ツ
ル
ハ
Ｈ
Ｄ
は
ウ
エ

ル
シ
ア
Ｈ
Ｄ
と
株
式
交
換
の
手

法
で
経
営
統
合
す
る
。
現
在
の

店
名
は
維
持
す
る
方
向
だ
。
業

界
1
、
2
位
の
統
合
で
売
上
高

は
単
純
計
算
で
2
兆
円
を
上
回

り
、
8
兆
円
規
模
の
国
内
ド

ラ
ッ
グ
ス
ト
ア
市
場
の
4
分
の

1
を
占
め
る
こ
と
に
な
る
。
店

舗
数
は
約
５
４
０
０
店
、
全
47

都
道
府
県
を
網
羅
す
る
。

　

統
合
に
よ
り
、
国
内
で
は
北

海
道
、
東
北
に
強
い
ツ
ル
ハ
Ｈ

Ｄ
と
関
東
、
関
西
圏
に
強
い
ウ

エ
ル
シ
ア
Ｈ
Ｄ
の
店
舗
網
を
生

か
し
て
、
商
品
調
達
や
物
流
で

の
ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト
や
、
イ

オ
ン
が
持
つ
金
融
機
能
の
活
用

を
見
込
ん
で
い
る
。

　

海
外
市
場
を
巡
っ
て
は
、
ア

ジ
ア
で
１
３
０
０
拠
点
を
展
開

す
る
イ
オ
ン
の
店
舗
や
物
流
網

を
活
用
、
出
店
を
加
速
す
る
計

画
だ
。

　

ツ
ル
ハ
Ｈ
Ｄ
は
１
９
２
９
年

（
昭
和
4
年
）、
旭
川
市
で
創
業

し
た
鶴
羽
薬
師
堂
が
前
身
。
63

年
に
会
社
設
立
、
95
年
に
ジ
ャ

ス
コ
（
現
イ
オ
ン
）
と
資
本
業

務
提
携
し
た
。
２
０
０
０
年
代

か
ら
積
極
的
な
企
業
買
収
な

ど
で
、
業
績
を
拡
大
し
て
い

る
。
23
年
5
月
期
の
売
上
高
は

９
７
０
０
億
円
。

　

14
年
に
イ
オ
ン
が
子
会
社

化
し
た
ウ
エ
ル
シ
ア
Ｈ
Ｄ
も

企
業
買
収
な
ど
で
規
模
を
拡

大
、
23
年
2
月
期
の
売
上
高
は

1
兆
１
４
４
２
億
円
に
上
る
。

北
洋
銀
行
津
山
常
務
が
頭
取
に

最
年
少
の
56
歳

　

北
洋
銀
行
（
北
海
道
倶
楽
部

会
員
）
は
、
4
月
1
日
付
け
で

津
山
博
恒
常
務
（
56
）
＝
写
真
、

北
洋
銀
提
供
＝
が
頭
取
に
昇
格

す
る
人
事
を
決
め
た
。
安
田
光

春
頭
取
（
64
）
は
代
表
権
の
な

い
会
長
に
就
任
す
る
。
津
山
氏

は
１
９
８
９
年
に
同
行
が
普
通

銀
行
に
な
り
、
称
号
を
北
洋
銀

行
と
変
え
て
以
降
、
最
年
少
の

頭
取
と
な
る
。

　

津
山
氏
は
記
者
会
見
で
「
北

海
道
は
こ
れ
ま
で
に
な
い
チ
ャ

ン
ス
を
迎
え
て
い
る
。
人
財
を

磨
き
、
好
機
を
能
動
的
に
つ
か

ん
で
い
き
た
い
」
と
意
欲
を

語
っ
た
。

　

道
内
で
は
今
後
、
次
世
代
半

導
体
の
量
産
を
目
指
す
ラ
ピ
ダ

ス
（
東
京
）
関
連
の
産
業
や
、

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
開
発
を

巡
る
投
資
の
急
拡
大
が
期
待
さ

れ
て
い
る
。
ト
ッ
プ
の
若
返
り

に
よ
っ
て
経
営
判
断
を
速
め
、

経
済
環
境
の
急
速
な
変
化
に
対

応
す
る
狙
い
だ
。　

　

津
山
氏
は
１
９
６
８
年
生
ま

れ
、
函
館
市
出
身
。
横
浜
市
立

大
卒
、
91
年
に
北
海
道
拓
殖
銀

行
入
行
。
経
営
破
綻
後
の
98
年

に
北
洋
銀
行
に
移
り
、
執
行
役

員
経
営
企
画
部
長
、
常
務
執
行

役
員
帯
広
中
央
支
店
長
な
ど
を

歴
任
し
た
。
拓
銀
出
身
者
が
北

洋
銀
の
ト
ッ
プ
に
就
く
の
は
石

井
純
二
前
頭
取
以
来
、
6
年
ぶ

り
。

　

厚
生
労
働
省
が
2
月
末
発
表

し
た
人
口
動
態
統
計
（
速
報

値
）
に
よ
る
と
、
２
０
２
３

年
の
全
国
の
出
生
数
は
前
年

比
4
万
１
０
９
７
人
減
の

75
万
８
６
３
１
人
で
、
8
年
連

続
過
去
最
少
を
更
新
し
た
。
道

内
の
出
生
数
は
２
０
４
１
人
減

の
2
万
５
２
８
６
人
で
、
17
年

連
続
の
減
少
と
な
っ
た
。

　

死
亡
者
数
は
全
国
で
過
去
最

多
の
１
５
９
万
５
０
３
人
、
道

内
は
7
万
５
５
７
４
人
。「
多

死
社
会
」
が
数
字
か
ら
も
は
っ

き
り
と
示
さ
れ
た
格
好
だ
。

　

札
幌
市
の
出
生
数
は
８
６
３

人
減
の
1
万
７
３
３
人
で
、
9

年
連
続
の
減
少
と
な
っ
た
。

　

厚
労
省
は
出
生
数
の
低
下
に

つ
い
て
、「
複
数
の
原
因
が
絡

み
合
っ
て
い
る
」
と
し
た
上
、

未
婚
化
や
晩
婚
化
、
経
済
的
要

因
の
ほ
か
、
コ
ロ
ナ
禍
で
の
婚

姻
数
の
減
少
が
影
響
し
た
と
分

析
。「
少
子
化
の
進
行
は
危
機

的
な
状
況
で
、
対
策
は
待
っ
た

な
し
の
瀬
戸
際
に
あ
る
」
と
話

し
た
。

　

今
回
の
人
口
動
態
統
計
の
出

生
数
は
、
日
本
で
生
ま
れ
た
外

国
人
ら
を
含
ん
で
い
る
。
こ
の

た
め
6
月
に
公
表
予
定
の
日
本

人
の
み
の
数
字
は
、
さ
ら
に
少

な
く
な
る
。

　

国
産
食
材
の
消
費
拡
大
な

ど
を
目
的
と
し
た
コ
ン
テ
ス

ト
「
お
に
ぎ
り
ア
イ
デ
ア
グ

ラ
ン
プ
リ
」（
農
林
水
産
省

な
ど
主
催
）
で
、
札
幌
市
の

藤
原
真
唯
さ
ん
が
考
案
し
た

「
焼
き
サ
バ
の
バ
ジ
ル
」
が

最
高
賞
相
当
の
優
秀
作
品
に

選
ば
れ
た
。

　

Ｊ
Ｒ
東
日
本
の
子
会
社
が

首
都
圏
の
駅
構
内
な
ど
で
出

店
す
る
お
に
ぎ
り
専
門
店

「
ほ
ん
の
り
屋
」
で
４
月
以

降
、
期
間
限
定
で
販
売
さ
れ

る
予
定
だ
。

　
「
焼
き
サ
バ
の
バ
ジ
ル
」

は
、
焼
き
サ
バ
の
塩
気
と
バ

ジ
ル
の
爽
や
か
な
香
味
が
特

徴
の
自
信
作
。　

　

コ
ン
テ
ス
ト
は
農
水
省
が

取
り
組
む
「
ニ
ッ
ポ
ン
フ
ー

ド
シ
フ
ト
」
の
一
環
で
初
め

て
企
画
。
活
動
に
賛
同
す
る

書
籍
・
雑
貨
販
売
「
ヴ
ィ

レ
ッ
ジ
ヴ
ァ
ン
ガ
ー
ド
コ
ー

ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
」（
名
古
屋
）

の
若
手
社
員
ら
か
ら
、
98
点

の
応
募
が
あ
っ
た
。

　

藤
原
さ
ん
も
同
社
の
札
幌

発
寒
店
（
札
幌
・
西
区
）
の

従
業
員
。
最
優
秀
作
品
3
点

の
一
つ
に
輝
い
た
。

お
に
ぎ
り
コ
ン
テ
ス
ト
で
最
高
賞

「
焼
き
サ
バ
の
バ
ジ
ル
」
で
札
幌
の
女
性

２
０
２
３
年
の
出
生
数

道
内
は
２
万
５
２
８
６
人

札
幌
市
内
ツ
ル
ハ
Ｈ
Ｄ
本
社

（
北
海
道
新
聞
社
提
供
）

横
浜
市
内
の
ウ
エ
ル
シ
ア
店
舗
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○
開
陽
台

　

日
本
一
の
酪
農
地
帯
と
言
わ

れ
る
根
釧
原
野
よ
り
知
床
連
山

武
佐
岳
の
裾
野
に
つ
な
が
る
標

高
２
７
０
ｍ
の
小
高
い
丘
陵
で

す
。
全
国
で
も
珍
し
い
地
平
線

か
ら
日
の
出
を
見
る
こ
と
の
で

き
る
場
所
で
、
冬
期
間
は
地
平

線
か
ら
昇
る
太
陽
を
撮
影
す
る

た
め
多
く
の
カ
メ
ラ
マ
ン
が
訪

れ
ま
す
。
ま
た
展
望
館
か
ら
は

「
地
球
が
丸
く
見
え
る
、
視
界

３
３
０
度
の
眺
望
」
と
し
て
豊

か
に
広
が
る
牧
場
、
北
海
道
遺

産
に
登
録
さ
れ
た
格
子
状
防
風

林
、そ
し
て
遥
か
北
方
領
土〈
国

後
島
〉ま
で
も
一
望
で
き
ま
す
。

○
ミ
ル
ク
ロ
ー
ド

　

牛
乳
を
集
荷
す
る
タ
ン
ク

ロ
ー
リ
ー
が
走
る
一
直
線
の
道

か
ら
そ
の
名
前
が
つ
い
た
ミ
ル

ク
ロ
ー
ド
は
、
中
標
津
町
を
は

じ
め
、
周
辺
地
域
に
複
数
存
在

す
る
道
路
の
総
称
で
す
。
特
に

中
標
津
町
の
星
座
観
察
ポ
イ
ン

ト
で
あ
り
ラ
イ
ダ
ー
の
聖
地
で

も
あ
る
開
陽
台
へ
の
道
が
有
名

で
、
な
だ
ら
か
な
ア
ッ
プ
ダ
ウ

ン
が
ア
ク
セ
ン
ト
に
な
っ
て
い

ま
す
。
こ
こ
を
走
れ
ば
北
海
道

の
雄
大
さ
に
感
動
す
る
こ
と
で

し
ょ
う
。
令
和
2
年
度
か
ら

シ
ー
ニ
ッ
ク
バ
イ
ウ
ェ
イ
北
海

道
推
進
協
議
会
に「
秀
逸
な
道
」

と
し
て
認
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

○
裏
摩
周
展
望
台

　

全
国
的
に
有
名
な
神
秘
の
湖

「
摩
周
湖
」
は
、
弟
子
屈
町
か

ら
の
ア
ク
セ
ス
が
ス
タ
ン
ダ
ー

ド
で
す
が
、
清
里
町
と
中
標
津

町
の
境
に
あ
る
裏
摩
周
展
望
台

も
絶
好
の
眺
望
ポ
イ
ン
ト
で

す
。
弟
子
屈
町
よ
り
標
高
が
低

い
た
め
比
較
的
霧
が
少
な
い
と

言
わ
れ
て
お
り
、
湖
面
を
眺
め

る
こ
と
が
で
き
る
確
率
は
こ
ち

ら
の
方
が
高
い
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。

○
養
老
牛
温
泉

　

中
標
津
市
街
地
か
ら
約
27
ｋｍ

の
山
間
に
、
ま
る
で
眠
り
に
つ

い
て
い
る
か
の
よ
う
な
奥
深
い

自
然
に
抱
か
れ
た
養
老
牛
温
泉

が
あ
り
ま
す
。
無
色
透
明
の
豊

富
な
湯
量
を
誇
り
、
俗
化
さ
れ

な
い
温
泉
と
し
て
多
く
の
フ
ァ

ン
の
心
を
つ
か
ん
で
い
ま
す
。

○
モ
ア
ン
山

　

養
老
牛
に
あ
る
広
大
な
牧

草
地
。“
モ
ア
ン
”
と
は
ア

イ
ヌ
語
で
、
そ
の
語
源
は

「
静
か
で
あ
る
川
」「
小
さ
な
鷲

捕
小
屋
の
川
」
の
意
。
養
老
牛

市
街
地
か
ら
裏
摩
周
方
面
へ
向

か
う
と
山
腹
に
「
牛
」
の
文
字

が
刻
ま
れ
て
い
る
の
が
目
印
。

周
り
は
牧
歌
的
風
景
が
広
が

り
、
酪
農
王
国
中
標
津
を
体
感

す
る
癒
し
の
景
観
で
す
。

○
道
立
ゆ
め
の
森
公
園

　

敷
地
は
南
北
約
1
ｋｍ
、
東
西

に
約
6
０
０
ｍ
、
面
積
は
約

52
・
２　

と
い
う
広
大
な
公
園

で
す
。
広
が
る
牧
草
地
と
ミ
ド

リ
川
沿
い
に
あ
る
豊
か
な
自
然

林
か
ら
な
り
、
牧
歌
的
風
景
を

醸
し
出
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
や
デ
イ
キ
ャ

ン
プ
場
も
併
設
し
て
お
り
、
何

度
訪
れ
て
も
足
り
な
い
く
ら
い

の
規
模
の
公
園
で
す
。

○
温
泉
も
湧
き
出
る
便
利
な
市

街
地

　

中
標
津
市
街
地
は
利
便
性
に

優
れ
、
飲
・
食
・
宿
す
べ
て
が

徒
歩
圏
内
で
す
。
市
街
地
か
ら

も
温
泉
が
湧
き
、
た
く
さ
ん
の

温
泉
施
設
が
あ
り
ま
す
。
用
途

に
応
じ
た
宿
泊
施
設
が
多
数
あ

り
、
観
光
・
ビ
ジ
ネ
ス
の
拠
点

と
し
て
最
適
で
す
。

○
遊
べ
る
観
光
体
験

　

酪
農
地
域
で
の
乳
製
品
・
肉

製
品
づ
く
り
体
験
も
お
す
す
め

で
す
。
中
標
津
町
畜
産
食
品
加

工
研
修
セ
ン
タ
ー
は
、
地
元
産

の
新
鮮
な
生
乳
を
使
っ
た
ゴ
ー

ダ
チ
ー
ズ
や
ス
ト
リ
ン
グ
チ
ー

ズ
作
り
体
験
、
道
東
の
牛
肉
を

使
っ
た
ソ
ー
セ
ー
ジ
づ
く
り
も

体
験
す
る
こ
と
が
で
き
る
人
気

の
施
設
で
す
。

○
中
標
津
町
に
つ
い
て

　

中
標
津
町
は
、
北
海
道
の
東

部
、
世
界
自
然
遺
産
の
基
部
に

位
置
す
る
人
口
約
２
３
０
０
０

人
の
町
で
す
。
武
佐
岳
を
は
じ

め
と
し
た
山
並
み
、
広
大
な
酪

農
風
景
、
少
し
足
を
延
ば
せ
ば

世
界
自
然
遺
産
の
知
床
や
、
阿

寒
摩
周
国
立
公
園
等
の
豊
か
な

自
然
環
境
に
恵
ま
れ
、
産
業
で

は
、
全
国
有
数
の
酪
農
の
町
で

あ
り
な
が
ら
、
根
室
地
域
の
経

済
の
中
心
と
し
て
中
小
の
店
舗

は
も
ち
ろ
ん
近
年
の
大
型
ス
ー

パ
ー
等
の
出
店
に
よ
り
商
業
施

設
も
充
実
し
て
お
り
、
田
舎
す

ぎ
て
も

都
会
す

ぎ
て
も

い
な
い

＂
丁
度
良

い
＂
町

で
す
。

　

ま
た
、
札
幌
・
東
京
都
と

道
東
を
つ
な
ぐ
中
標
津
空
港

や
、
大
型
ス
ー
パ
ー
等
の
商
業

施
設
、
地
域
中
核
病
院
で
あ
る

町
立
中
標
津
病
院
、
国
・
道
の

出
先
機
関
等
の
都
市
機
能
が
集

積
し
て
い
る
た
め
、
仕
事
や
買

い
物
等
で
訪
れ
る
近
隣
市
町
村

の
住
民
を
は
じ
め
、
様
々
な
人

た
ち
が
集
ま
る
地
域
の
交
流
拠

点
に
な
っ
て
お
り
、
そ
の
商
圏

人
口
は
定
住
人
口
を
大
き
く
上

回
り
ま
す
。
人
口
移
動
で
は
20

代
の
若
い
世
代
が
集
ま
る
傾
向

が
強
く
、
毎
年
多
く
の
20
代
が

転
入
す
る
こ
と
で
中
標
津
町
の

人
口
が
支
え
ら
れ
て
お
り
、
北

海
道
の
中
で
も
特
に
若
い
町
と

な
っ
て
い
ま
す
。

【
町
の
Ｐ
Ｒ
ポ
イ
ン
ト
】

・
中
標
津
町
の
年
間
商
品
販
売

額
（
小
売
部
門
）
は
全
道
の
町

村
の
中
で
第
1
位
！
（
市
は
除

く
）
※
令
和
3
年
度
経
済
セ
ン

サ
ス

・
中
標
津
町
の
高
齢
化
率
は
全

道
自
治
体
の
中
で
4
番
目
に
低

い
。
※
令
和
5
年
度
北
海
道
調

べ○
町
の
取
り
組
み
①
～
外
国

『
人
財
』
の
誘
致
と
多
文
化
共

生
～

　

中
標
津
町
で
は
令
和
3
年
に

開
校
し
た
日
本
語
学
校
を
中
心

に
、
多
文
化
共
生
の
推
進
を

図
っ
て
い
ま
す
。
人
口
減
少
・

少
子
高
齢
化
が
進
行
す
る
中
、

外
国
人
材
を
地
域
に
お
け
る
貴

重
な
『
人
財
』
と
し
て
地
域
の

活
力
と
す
る
た
め
、
海
外
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
外
国
人
財

の
誘
致
や
、
日
本
語
学
校
留
学

生
に
対
す
る
生
活
支
援
、
地
域

交
流
を
進
め
、
町
の
活
性
化
を

図
っ
て
い
ま
す
。

○
町
の
取
り
組
み
②
～
中
標
津

町
の
拠
点
性
の
維
持
・
強
化
～

　

中
標
津
町
の
強
み
は
近
隣
市

町
村
の
住
民
等
が
集
ま
る
拠
点

性
で
あ
り
、
人
口
減
少
が
進
む

中
で
こ
の
拠
点
性
を
維
持
・
強

化
す
る
事
が
重
要
で
す
。
当
町

は
現
在
、
緑
ヶ
丘
森
林
公
園

キ
ャ
ン
プ
場
や
、
町
の
ラ
ン
ド

マ
ー
ク
で
あ
る
開
陽
台
の
再
整

備
、
展
示
機
能
を
兼
ね
た
郷
土

資
料
収
蔵
庫
の
建
設
な
ど
、
人

を
呼
び
込
む
た
め
の
取
り
組
み

を
積
極
的
に
進
め
て
い
ま
す
。

○
町
の
取
り
組
み
③
～
Ｄ
Ｘ
推

進
に
よ
る
地
域
の
魅
力
向
上
～

　

人
口
減
少
が
進
む
中
で
Ｄ
Ｘ

推
進
に
よ
る
効
率
化
は
重
要
で

す
。
当
町
で
は
、
Ａ
Ｉ
ド
リ
ル

等
の
導
入
に
よ
る
教
育
デ
ジ
タ

ル
化
や
、「
書
か
な
い
窓
口
」

に
よ
る
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

等
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
ま

た
、
令
和
6
年
4
月
に
根
室
管

内
初
と
な
る
Ｉ
Ｔ
専
門
学
校
が

開
校
し
て
お
り
、
町
全
体
で
Ｄ

Ｘ
推
進
の
機
運
が
高
ま
っ
て
い

ま
す
。

○
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
に
つ

い
て

　

中
標
津
町
で
は
前
述
し
た
町

の
取
り
組
み
①
～
③
を
は
じ

め
、
様
々
な
地
方
創
生
の
取
り

組
み
で
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税

を
募
集
し
て
い
ま
す
。
人
口
減

少
が
進
む
中
で
中
標
津
町
を
い

か
に
人
が
集
ま
る
町
に
す
る

か
、
企
業
の
皆
様
と
共
に
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
詳
し
く
は
担
当
ま
で
ご

連
絡
下
さ
い
。（
担
当
：
総
務

部
政
策
推
進
課
企
画
調
整
係
）

○
イ
ベ
ン
ト
情
報

6
月　

標
津
岳
、
武
佐
岳
山
開

　
　
　

き

8
月　

な
か
し
べ
つ
夏
祭
り

9
月　

じ
ゃ
が
い
も
伯
爵
ま
つ

　
　
　

り
＆
ふ
れ
あ
い
広
場

2
月　

な
か
し
べ
つ
冬
ま
つ
り

　

中
標
津
町
の
基
幹
産
業
は
酪

農
で
、
全
国
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の

生
乳
生
産
量
を
誇
る
一
大
酪
農

地
帯
で
あ
り
な
が
ら
、
ひ
が
し

北
海
道
の
中
核
都
市
と
し
て
の

機
能
も
充
実
し
て
お
り
、
商
業

施
設
も
多
く
立
ち
並
び
、
買
い

物
や
食
事
に
も
便
利
で
住
み
や

す
い
町
で
す
。
さ
ら
に
は
、
市

街
中
心
部
か
ら
車
で
５
分
程
の

位
置
に
は
中
標
津
空
港
が
あ

り
、
東
京
や
札
幌
へ
の
ア
ク
セ

ス
も
良
い
町
で
す
。

　

移
住
体
験
や
テ
レ
ワ
ー
ク
モ

ニ
タ
ー
な
ど
の
制
度
も
あ
り
ま

す
の
で
、
お
気
軽
に
中
標
津
町

へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

【
お
試
し
暮
ら
し
】

　

中
標
津
町
で
は
、
移
住
体
験

「
お
試
し
暮
ら
し
」
を
実
施
し

て
い
ま
す
。大
自
然
に
囲
ま
れ
、

商
業
施
設
も
充
実
し
た
町
で
実

際
に
暮
ら
し
、
中
標
津
町
の
良

さ
、
住
み
や
す
さ
を
実
感
し
て

頂
く
こ
と
の
で
き
る
施
設
を
ご

用
意
し
て
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
な
か
し
べ
つ
観

光
協
会
Ｈ
Ｐ
を
ご
参
照
く
だ
さ

い
。https://kaiyoudai.jp/

【
テ
レ
ワ
ー
ク
誘
致
事
業
】

　

中
標
津
町
外
の
企
業
や
事
業

所
等
に
所
属
し
な
が
ら
、
町
内

で
テ
レ
ワ
ー
ク
を
実
施
す
る
方

に
、
航
空
運
賃
や
レ
ン
タ
カ
ー

代
、
テ
レ
ワ
ー
ク
の
実
施
に
関

係
す
る
施
設
利
用
料
、
町
内
に

お
い
て
実
施
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
体
験
料
を
補
助
す
る
制
度
を

設
け
て
い
ま
す
。
町
内
企
業
視

察
や
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
体
験
も

可
能
な
事
業
と
な
っ
て
い
ま
す

の
で
、
積
極
的
に
ご
活
用
く
だ

さ
い
。

　

詳
し
く
は
中
標
津
町
Ｈ
Ｐ
を

ご
参
照
く
だ
さ
い
。

https://www.nakashibetsu
.jp/sangyo/shokogyo/
telework_evaluator/

　

中
標
津
町
は
、
酪
農
業
が
盛

ん
で
あ
り
、
町
内
で
生
産
さ
れ

る
牛
乳
は
生
産
量
・
品
質
と
も

に
全
国
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
を
誇
り

ま
す
。

　

皆
様
か
ら
い
た
だ
い
た
お
志

は
、
中
標
津
が
誇
る
良
質
な
乳

製
品
を
未
来
に
残
す
た
め
、
牛

乳
消
費
拡
大
を
目
指
し
た
乳
製

品
Ｐ
Ｒ
事
業
の
活
動
費
や
チ
ー

ズ
作
り
体
験
や
研
修
を
行
う
施

設
の
設
備
更
新
に
役
立
て
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
令
和
5
年
度
は
、
中

標
津
町
の
地
場
産
品
を
使
用
し

た
新
商
品
開
発
の
事
業
費
や
町

内
キ
ャ
ン
プ
場
の
整
備
費
に
も

活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

中
標
津
町
で
は
、
ご
寄
附
に

感
謝
の
意
を
込
め
、
返
礼
品
を

お
届
け
し
て
い
ま
す
。

　

根
釧
台
地
の
豊
か
な
草
を
食

べ
育
っ
た
牛
か
ら
絞
る
新
鮮
な

牛
乳
を
は
じ
め
、
濃
厚
な
ゴ
ー

ダ
チ
ー
ズ
、
無
添
加
で
コ
ク
の

あ
る
ヨ
ー
グ
ル
ト
な
ど
こ
だ
わ

り
抜
か
れ
た
様
々
な
特
産
品
を

ご
用
意
し
て
い
ま
す
。

　

中
標
津
町
の
返
礼
品
詳
細
は

は
各
ふ
る
さ
と
納
税
ポ
ー
タ
ル

サ
イ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

(

担
当
：
総
務
部
政
策
推
進
課

ふ
る
さ
と
応
援
係)

中なか
し
べ
つ
標
津
町
の
ご
紹
介

観
光
ス
ポ
ッ
ト

市
町
村
か
ら

移
住
に
つ
い
て

●お問い合わせ　
中標津町役場　〒 086 － 1197　北海道標津郡中標津町丸山 2 丁目 22 番地
ＴＥＬ：0153 － 73 － 3111　ＦＡＸ：0153 － 73 － 5333

E-mail：kikaku@nakashibetsu.jp
公式ホームページ：https://www.nakashibetsu.jp

「
空
と
み
ど
り
が
人
を
つ
な
い
で
い
く
ま
ち
中
標
津  
　
　
　~
住
み
た
い
ま
ち 

住
み
続
け
た
い
ま
ち~

」

※
掲
載
さ
れ
て
い
る
イ
ベ
ン
ト
情
報
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
で
開
催
日
程
の
変
更
、
中
止
の
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

ふ
る
さ
と
納
税

中標津町ふるさと納税
　詳しくはこちら

中標津町へのアクセス

URL
https://www.nakashibetsu.jp/
shisetsu_koutsu/

なかしべつ観光
協会HPは
こちらから↓

中標津町 HP は
こちらから　↓

●中標津空港から市街地へ車で 5分
　空港から半径 100km以内に各国定公園など
　があります。（右図参照）

アクセスの詳しい情報は
中標津町HPで。

ha

返礼品の一例
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令和５年度定時会員総会報告 （議案より一部抜粋）

令和６年３月１２日に令和５年度定時会員総会は終了し、すべての議案は承認されました。詳細はホームページ上に掲載されて
おります。当日議案の一部を抜粋しています。

令和６年度寄附のお願いについて
公益事業への皆様のご支援をよろしくお願い申し上げます。

会社（維持会員）でご寄附頂いた場合でも別途個人でのご寄附もできます。また年度内の再度のご寄附も大歓迎です。

１．寄附募集先と寄附の目的
・広く、一般の方を対象に寄附を募るものです。どなたでもご寄附いただけます。
・北海道倶楽部の当年度の公益事業に充てます。但し、次年度以降の公益事業に充てることがあります。
２．寄附の種類
・別表の区分により寄附を募集します。それぞれ何口でも、組み合わせ自由で応募いただけます。
・ なお、ご寄附を頂いた場合、広報紙 ” 北海道 NOW” を 1 年間送付（倶楽部会員ではない方）するほか、
　寄附者名を ” 北海道 NOW” に載せ、北海道倶楽部の各キャンペーン集会にご案内することなどを行
　っております。
３．寄附以外でのご協力のお願い　
・あわせて会員の勧誘、維持会員の口数増のご協力、北海道倶楽部の各種メディアへの広告出稿、キャンペーンイベ　　
　ントの御協賛ほかにもご協力をお願いいたします。
●　寄附応募のご連絡の方法
・ 倶楽部ホームページ（http://www.hokkaido-c.or.jp/_jump/ 寄付 / 寄付のお願い .html）に申込書がご　　　　　　　
　ざいます。そちらにご入力の上、倶楽部にメールか FAX でご連絡をお願いします。
　右の QR コードからもページへアクセスすることができます。
・倶楽部より寄附申込書類の送付をご希望の方はメールか FAX にてお知らせください。
　※振込用紙、お振込依頼書が必要なく、直接ご入金なさる場合は、ご入金の際の振込人名、寄附金額、振込日、ご住
　　所、連絡先電話番号もしくはメールアドレスをご記載のうえ、倶楽部までご連絡をお願いします。
　　（個人でのご寄附の場合、受領証明書の発行の際にご住所が必要となりますので、必ずご記載ください。）

【
10
万
円
】

大
久
保　

尚
武

岡
村　

進

古
河
電
気
工
業
株
式
会
社

ス
パ
ー
ク
ス
・
グ
ル
ー
プ
株
式
会
社

株
式
会
社
ニ
ト
リ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス

ホ
ッ
カ
ン
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
株
式
会
社

本
間　

修

【
５
万
円
】

数
納　

壽

佐
藤　

育
男

清
水
鋼
鐵
株
式
会
社

鈴
木　

秀
一

日
本
甜
菜
製
糖
株
式
会
社

間
瀬　

雅
晴

無
臭
元
工
業
株
式
会
社

【
３
万
円
】

岩
倉
建
設
株
式
会
社

株
式
会
社
北
見
ハ
ッ
カ
通
商

本
多　

一
夫

三
ツ
輪
運
輸
株
式
会
社

株
式
会
社
レ
オ
パ
レ
ス
21

株
式
会
社
ロ
ジ
ネ
ッ
ト
ジ
ャ
パ
ン

【
２
万
円
】

小
池　

明
夫

戸
田
建
設
株
式
会
社

株
式
会
社　

明
治

【
1
万
５
千
円
】

株
式
会
社
北
信
工

【
１
万
円
】

岩
田
地
崎
建
設
株
式
会
社

上
野　

徹

株
式
会
社
オ
ー
テ
ッ
ク

大
西　

幸
男

河
田　

京
子

栗
林
商
船
株
式
会
社

香
西　

慧

サ
ッ
ポ
ロ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
株
式
会
社

澤
野　

正
明

鈴
木　

宗
男

高
橋　

照
美

株
式
会
社
田
中
組

十
勝
毎
日
新
聞
社

中
村　

裕
之

日
本
ジ
ェ
ネ
テ
ィ
ク
ス
株
式
会
社

北
海
道
フ
ー
ド
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
株
式
会
社

丸
彦
渡
辺
建
設
株
式
会
社

南
木　

武
輝

【
５
千
円
】

荒
井　

聰

立
野　

嘉
之

辻
口　

正
雄

手
島　

孝
雄

富
樫　

泰
介

松
島　

照
彦

【
３
千
円
】

北
海
道
テ
レ
ビ
放
送
株
式
会
社

   
    

HO

KKAIDO CLUB

ECNI
S

            7291

今月の寄附額 1,518,000 円　寄附総額 (3/22 現在）1,518,000 円　目標（予算）　2,847,000 円

寄附の種類	
（A）一口 100 万円
（B）一口   50 万円
（C）一口   10 万円
（D）一口　 1 万円
（E）一口　  5 千円
（F）一口　  3 千円
　任意の金額も可

ご寄附をありがとうございます ( 敬称省略・寄附額は応募額を含む）    
    

HO

KKAIDO CLUB

ECNI
S

            7291
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▼
11
月
の
米
大
統
領
選
は
、
前
回
同
様
、
民
主
党
の

バ
イ
デ
ン
大
統
領
、
共
和
党
の
ト
ラ
ン
プ
前
大
統
領

の
対
決
に
な
る
こ
と
が
、
事
実
上
決
ま
っ
た
。
米
メ

デ
ィ
ア
に
は
、
ト
ラ
ン
プ
氏
の
返
り
咲
き
を
予
想
す

る
向
き
も
あ
る
と
い
う
か
ら
、
憂
鬱
に
な
っ
て
し
ま
う
の
は
筆

者
だ
け
だ
ろ
う
か
？

▼
ト
ラ
ン
プ
氏
が
ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス
に
君
臨
し
て
い
た
こ
ろ
、

世
界
は
彼
に
振
り
回
さ
れ
た
。「
メ
イ
ク
・
ア
メ
リ
カ
・
グ
レ
ー

ト
・
ア
ゲ
イ
ン
」
ー
極
端
な
自
国
第
一
主
義
を
掲
げ
、
西
側
の

貿
易
体
制
や
軍
事
秩
序
な
ど
に
次
々
と
「
い
ち
ゃ
も
ん
」
を
付

け
た
。
民
主
主
義
陣
営
の
リ
ー
ダ
ー
を
標
ぼ
う
し
て
き
た
、
米

大
統
領
像
か
ら
は
お
よ
そ
か
け
離
れ
て
い
る
。

▼
ト
ラ
ン
プ
氏
は
刑
事
被
告
人
で
も
あ
る
。脱
税
や
不
倫
疑
惑
、

そ
し
て
米
議
会
襲
撃
を
煽
動
し
た
疑
い
も
あ
る
。
な
ぜ
、
こ
ん

な
人
物
が
共
和
党
の
候
補
に
な
っ
て
し
ま
う
の
か
。
到
底
理
解

で
き
な
い
。

▼
ロ
シ
ア
が
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
侵
攻
し
、
イ
ス
ラ
エ
ル
が
パ
レ
ス

チ
ナ
・
ガ
ザ
地
区
へ
の
攻
撃
を
続
け
る
中
、
ト
ラ
ン
プ
氏
再
登

板
と
な
っ
た
ら
世
界
は
ど
う
な
る
の
だ
ろ
う
。
早
く
も
「
ロ
シ

ア
は
好
き
に
や
っ
た
ら
い
い
」
な
ど
彼
の
過
激
な
言
動
が
伝
え

ら
れ
る
。
国
際
社
会
を
さ
ら
な
る
混
沌
に
導
く
「
も
し
ト
ラ
」

は
想
像
も
し
た
く
な
い
。
米
国
民
の
良
識
を
期
待
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
北
）　

　
　

「北海道ラーメン」世界へ攻勢
西山製麺、ドイツに工場建設

　
「
北
海
道
ラ
ー
メ
ン
」
の
海
外
進
出
が
、コ
ロ
ナ
禍
を
経
て
再
加
速
し
て
い
る
。
道
内
製
麺
最
大
手
の
西
山
製
麺
（
札
幌
）
は
、

２
０
２
６
年
に
も
初
の
海
外
工
場
を
ド
イ
ツ
に
建
設
、
旭
川
本
店
の
ラ
ー
メ
ン
店
「
梅
光
軒
」
は
2
月
、
米
本
土
に
進
出
を
果

た
し
た
。
小
樽
が
本
店
の
「
初
代
」
な
ど
も
昨
年
か
ら
海
外
展
開
を
始
め
て
い
る
。
海
外
の
ラ
ー
メ
ン
人
気
が
改
め
て
示
さ
れ

た
形
だ
が
、
こ
の
と
こ
ろ
の
円
安
傾
向
や
内
外
価
格
差
な
ど
で
収
益
性
が
高
ま
っ
て
い
る
こ
と
も
、
進
出
に
拍
車
を
か
け
て
い

る
よ
う
だ
。円

安
な
ど
で
海
外
進
出
加
速

　

西
山
製
麺
が
工
場
を
建
設
す

る
の
は
、
邦
人
が
多
い
ド
イ
ツ

の
デ
ュ
ッ
セ
ル
ド
ル
フ
。
同
社

は
１
９
７
０
年
代
か
ら
輸
出
に

取
り
組
み
、
海
外
の
売
り
上
げ

が
今
で
は
全
体
の
15
％
ま
で
上

昇
し
た
。

　

投
資
額
は
5
億
円
を
上
回
る

見
込
み
で
当
初
は
1
日
1
万
食

を
製
造
す
る
計
画
だ
。「
札
幌

か
ら
の
輸
出
だ
け
で
は
、
急
激

な
為
替
変
動
や
輸
送
の
遅
れ
な

ど
が
あ
っ
た
時
、
経
営
へ
の
打

撃
が
大
き
い
」
と
同
社
。

　

製
麺
大
手
の
カ
ネ
ジ
ン
食
品

（
札
幌
）
も
今
秋
、
マ
レ
ー
シ

ア
に
海
外
4
カ
所
目
と
な
る
製

麺
拠
点
を
設
け
る
。「
日
本
国

内
か
ら
ラ
ー
メ
ン
を
提
供
す
る

店
が
多
く
進
出
し
て
お
り
、
ま

と
ま
っ
た
需
要
が
見
込
め
る
」

と
話
す
。
米
・
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ

ア
州
に
進
出
し
た
小
樽
の
ラ
ー

メ
ン
ス
ー
プ
製
造
業
者
も
、
順

調
な
売
り
上
げ
を
達
成
し
て
い

る
。

　

道
内
の
ラ
ー
メ
ン
店
は

２
０
０
０
年
代
前
半
か
ら
、
海

外
進
出
に
取
り
組
ん
で
き
た
。

コ
ロ
ナ
禍
で
一
時
、
閉
店
が
相

次
い
だ
も
の
の
、
22
年
か
ら
再

び
店
を
増
や
し
て
い
る
。

　

出
店
再
加
速
の
背
景
に
あ
る

の
は
、
ラ
ー
メ
ン
1
杯
の
値
段

だ
。
国
内
で
は
１
０
０
０
円
で

も
高
い
と
い
わ
れ
る
が
、
梅
幸

軒
は
「
米
国
で
は
３
０
０
０
円

で
も
売
れ
る
」
と
内
外
格
差
を

指
摘
。
訪
日
経
験
者
が
増
え
て

い
る
の
も
追
い
風
で
、「
日
本

で
本
格
的
な
ラ
ー
メ
ン
の
味
を

知
っ
た
外
国
人
が
、
母
国
で
も

同
じ
味
を
求
め
る
よ
う
に
な
っ

た
」
と
解
説
す
る
。

　
「
山
頭
火
」
を
経
営
す
る
ア

ブ
・
ア
ウ
ト
（
札
幌
）
は
、
北

米
や
ア
ジ
ア
に
41
店
を
展
開
。

店
舗
数
は
国
内
の
3
倍
近
い
と

い
う
。
定
番
の
塩
ラ
ー
メ
ン
の

価
格
が
旭
川
本
店
の
９
５
０
円

に
対
し
、
米
東
海
岸
の
店
舗
で

は
約
２
３
０
０
円
と
倍
以
上
。

今
春
に
は
フ
ィ
リ
ピ
ン
で
2
店

を
開
業
す
る
ほ
か
、
欧
州
進
出

を
目
指
す
な
ど
積
極
的
姿
勢
を

見
せ
る
。

　

「
北
大
ジ
ン
パ
」
ギ
ネ
ス
に
挑
戦
へ

  
５
月
19
日
昭
和
記
念
公
園
で

　

首
都
圏
在
住
の
北
大
卒
業
生

で
つ
く
る
、「
北
海
道
大
学
東

京
同
窓
会
」が
5
月
19
日（
日
）、

東
京
・
立
川
市
の
昭
和
記
念
公

園
で
大
規
模
ジ
ン
ギ
ス
カ
ン

パ
ー
テ
ィ
ー
「
北
大
東
京
ジ
ン

パ
２
０
２
４
」
を
開
く
。
9
回

目
を
迎
え
る
今
年
は
１
０
０
０

人
で
ジ
ン
ギ
ス
カ
ン
を
食
べ
る

ギ
ネ
ス
に
挑
戦
、「
世
代
を
超

え
て
新
た
な
繋
が
り
を
」
と
、

一
般
を
含
む
多
く
の
参
加
を
呼

び
か
け
て
い
る
。

　

北
大
生
が
ジ
ン
ギ
ス
カ
ン

パ
ー
テ
ィ
ー
を
「
ジ
ン
パ
」
と

呼
ん
で
い
る
の
が
イ
ベ
ン
ト
名

の
由
来
。
こ
こ
数
年
は
、
コ
ロ

ナ
禍
で
中
止
し
た
り
、
小
規
模

開
催
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
た

が
、
今
年
は
5
年
ぶ
り
に
本
格

的
に
開
く
計
画
だ
。

　

今
回
の
「
目
玉
」
は
ギ
ネ
ス

へ
の
挑
戦
。
１
０
０
０
人
が
一

斉
に
ジ
ン
ギ
ス
カ
ン
を
食
べ
る

こ
と
に
挑
む
。「
青
空
の
下
、

ジ
ン
ギ
ス
カ
ン
食
べ
な
が
ら
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
深
め
、

世
代
を
超
え
て
繋
が
り
を
ひ
ろ

め
よ
う
」
と
北
大
東
京
同
窓
会

は
話
し
て
い
る
。

　

申
し
込
み
締
め
切
り
は
5
月

12
日
。
会
費
は
4
月
15
日
ま

で
に
申
し
込
め
ば
北
大
Ｏ
Ｂ

や
一
般
が
５
０
０
０
円
、
新

社
会
人
１
０
０
０
円
、
高
校

生
以
下
は
無
料
、
同
16
日
以

降
は
一
般
８
０
０
０
円
、
新

社
会
人
５
０
０
０
円
、
高
校

生
以
下
は
３
０
０
０
円
。
申

し
込
み
先
な
ど
詳
し
く
は
掲

載
し
て
い
る
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
、

北
大
東
京
同
窓
会
（
☎
03
・

３
２
１
１
・
９
２
１
１
）
へ
。

雄
ラ
イ
オ
ン
、
実
は
雌
だ
っ
た
！

昨
年
10
月
愛
媛
か
ら
来
た
ク
レ
イ

　

札
幌
市
円
山
動
物
園
が
雄

と
し
て
飼
育
し
て
き
た
ラ
イ

オ
ン
の
「
ク
レ
イ
」（
1
歳
）

が
、
検
査
の
結
果
、
実
は
雌

だ
っ
た
こ
と
が
分
か
っ
た
。

同
動
物
園
が
３
月
１
日
、
発

表
し
た
。

　

ク
レ
イ
は
愛
媛
県
立
と
べ

動
物
園
で
生
ま
れ
、
昨
年
10

月
に
円
山
に
。
円
山
は
同
11

月
に
旭
山
動
物
園（
旭
川
市
）

か
ら
導
入
し
た
イ
ト
（
雌
、

1
歳
）
と
「
同
居
」
さ
せ

た
。
容
姿
の
異
な
る
ラ
イ
オ

ン
の
雄
と
雌
の
違
い
を
来
園

者
に
学
ん
で
も
ら
う
の
が
狙

い
だ
っ
た
と
い
う
。

　

円
山
動
物
園
で
は

２
０
０
８
年
、
同
園
で
生
ま

れ
、
雄
と
発
表
し
て
い
た

ホ
ッ
キ
ョ
ク
グ
マ
が
検
査
な

ど
の
結
果
、
雌
と
判
明
。
10

年
に
も
、
雄
と
し
て
い
た
ラ

イ
オ
ン
が
今
回
同
様
、
雌
と

分
か
っ
た
ケ
ー
ス
が
あ
る
。

２
０
１
０
年
に
も
同
様
の
ケ
ー
ス

北大東京ジンパ北大東京ジンパ
20242024

新社会人歓迎

令和6年5月19日（日）

昭和記念公園
バーベキューガーデン

東京都立川市

検索
詳しくはホームページで
北大東京ジンパ

日 時

場 所

お問合せ：北大東京同窓会事務局
TEL：03-3211-9211www.hokudai-tokyo.org

5年ぶりの本格開催！
いよいよギネスに挑戦！！

北海道・北大・ジンパが大好きな方大歓迎!!!

［専用サイト］https://peatix.com/event/3883598/view

参加費に早割料金あり

　

➡

詳
細
は

こ
ち
ら

領
土
問
題
の
展
示
刷
新
へ

東
京
の
「
領
土
・
主
権
展
示
館
」

　

政
府
は
２
０
２
４
年
度
、
北

方
領
土
な
ど
領
土
問
題
に
関
し

て
日
本
の
立
場
を
発
信
す
る
、

「
領
土
・
主
権
展
示
館
」（
東
京
・

千
代
田
区
）
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

す
る
。
か
つ
て
日
本
人
が
島
で

暮
ら
し
た
様
子
な
ど
を
映
像
で

体
験
で
き
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
シ
ョ

ン
マ
ッ
ピ
ン
グ
の
導
入
が
柱
。

文
字
情
報
中
心
の
従
来
の
展
示

か
ら
映
像
に
シ
フ
ト
す
る
こ
と

で
、
若
い
世
代
の
来
館
を
増
や

す
狙
い
だ
。

　

展
示
館
は
18
年
日
比
谷
公
園

内
に
設
置
。
当
初
は
島
根
県
・

竹
島
と
沖
縄
県
・
尖
閣
諸
島
の

関
連
資
料
を
展
示
し
て
い
た
。

20
年
1
月
に
現
在
の
霞
が
関
の

ビ
ル
内
に
移
転
し
た
際
、
北
方

領
土
コ
ー
ナ
ー
が
新
設
さ
れ

た
。

　

展
示
ス
ペ
ー
ス
は
約
７
０
０

平
方
㍍
。
そ
れ
ぞ
れ
が
持
つ
歴

史
的
経
緯
、
日
本
の
主
張
に
関

す
る
パ
ネ
ル
、
実
際
に
使
わ
れ

た
生
活
用
品
な
ど
を
紹
介
し
て

い
る
。

　

た
だ
、
来
館
者
は
こ
こ
数
年

年
間
約
1
万
人
に
と
ど
ま
り
、

6
割
が
45
歳
以
上
。
若
年
層
の

認
知
度
は
低
く
、
大
き
な
課
題

に
な
っ
て
い
た
。

　

新
た
に
導
入
す
る
プ
ロ
ジ
ェ

ク
シ
ョ
ン
マ
ッ
ピ
ン
グ
は
、
展

示
ス
ペ
ー
ス
の
一
角
に
特
設

コ
ー
ナ
ー
を
設
け
、上
下
左
右
、

前
方
の
5
方
向
に
北
方
領
土
や

竹
島
、
尖
閣
諸
島
の
映
像
を
投

影
す
る
。
北
方
領
土
の
映
像
で

は
、
自
然
や
元
島
民
の
生
活
、

旧
ソ
連
軍
の
侵
攻
で
故
郷
を
奪

わ
れ
る
様
子
な
ど
を
伝
え
る
予

定
だ
。

　

こ
の
ほ
か
、
子
ど
も
が
楽
し

め
る
体
験
型
展
示
も
増
や
し
、

修
学
旅
行
な
ど
学
校
行
事
で
の

利
用
も
呼
び
か
け
る
考
え
。

　

内
閣
官
房
領
土
・
主
権
対
策

企
画
調
整
室
は
「
多
く
の
国
民

が
領
土
問
題
に
関
心
を
持
つ
よ

う
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を

実
施
し
た
い
」と
話
し
て
い
る
。

　

　

芸
術
分
野
の
優
れ
た
業
績
を

表
彰
す
る
、
２
０
２
３
年
度
芸

術
選
奨
の
文
部
科
学
大
臣
賞

に
、道
内
か
ら
北
海
道
放
送（
Ｈ

Ｂ
Ｃ
、
北
海
道
倶
楽
部
会
員
）

の
報
道
部
デ
ス
ク
で
ド
キ
ュ
メ

ン
タ
リ
ー
番
組
プ
ロ
デ
ュ
ー

サ
ー
の
山
崎
裕
侍
さ
ん
（
52
）

＝
千
歳
市
出
身
＝
と
、
作
家
の

乗
代
雄
介
さ
ん
（
37
）
＝
江
別

市
出
身
＝
の
2
人
が
選
ば
れ

た
。

　

山
崎
さ
ん
は
23
年
放
送
の

「
閉
じ
込
め
ら
れ
た
女
性
た
ち

～
孤
立
出
産
と
グ
レ
ー
ゾ
ー
ン

～
」
な
ど
の
作
品
で
受
賞
。
望

ま
な
い
出
産
に
追
い
込
ま
れ
、

駅
の
コ
イ
ン
ロ
ッ
カ
ー
に
胎
児

の
遺
体
を
遺
棄
し
た
女
性
を
、

不
寛
容
な
社
会
で
行
き
場
を

失
っ
た
弱
者
と
し
て
描
き
、
高

い
評
価
を
得
た
。

　

今
回
の
受
賞
で
は
対
象
外

だ
っ
た
も
の
の
、
安
倍
晋
三
首

相
（
当
時
）
の
札
幌
で
の
街
頭

演
説
中
に
、
ヤ
ジ
を
飛
ば
し
た

男
女
が
道
警
に
排
除
さ
れ
た
番

組
に
も
携
わ
っ
て
い
る
。

　

山
崎
さ
ん
は
「
権
力
を
監
視

す
る
姿
勢
が
国
に
評
価
さ
れ
、

驚
く
と
と
も
に
安
心
し
た
。
引

き
続
き
メ
デ
ィ
ア
と
し
て
の
役

割
を
果
た
し
て
い
き
た
い
」
と

喜
ん
だ
。

　

乗
代
さ
ん
は
、
修
学
旅
行
で

東
京
を
訪
れ
た
高
校
生
た
ち
の

冒
険
を
描
い
た
青
春
小
説
「
そ

れ
は
誠
」
で
受
賞
。「
執
筆
へ

の
取
り
組
み
と
成
果
を
認
め
て

い
た
だ
き
あ
り
が
た
く
思
い
ま

す
」
と
コ
メ
ン
ト
し
た
。

芸
術
選
奨
に
道
内
か
ら
２
人

Ｈ
Ｂ
Ｃ
・
山
崎
さ
ん
は
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
製
作
で

政府

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
さ
れ
る
領

土
・
主
権
展
示
館
（
北
海
道

新
聞
社
提
供
）
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★
日
本
遺
産
「
鮭
の
聖
地
」
の

物
語

　
「
知
床
の
沖
に
い
る
カ
ム
イ

（
神
様
）
が
、
袋
の
中
の
魚
の

骨
や
鱗
を
海
に
ば
ら
ま
く
と
、

そ
れ
が
み
る
み
る
鮭
の
姿
に

な
っ
て
、
人
々
の
暮
ら
す
村
の

あ
る
川
を
の
ぼ
っ
て
く
る
。」

北
海
道
最
東
の
地
、
根
室
海
峡

沿
岸
を
「
鮭
の
聖
地
」
呼
ぶ
由

来
と
な
り
ま
し
た
、
こ
の
ア
イ

ヌ
の
伝
承
に
象
徴
さ
れ
る
か
の

よ
う
に
、
こ
の
地
域
に
は
縄
文

時
代
か
ら
近
代
に
至
る
ま
で
、

人
と
鮭
と
の
関
わ
り
に
ま
つ
わ

る
い
く
つ
も
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
が

残
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

鮭
が
支
え
る
生
態
系
の
中

に
、
あ
る
時
、
人
類
が
関
わ
っ

た
こ
と
で
物
語
が
始
ま
り
、
や

が
て
根
室
地
域
に
数
々
の
産
業

が
興
り
ま
し
た
。

　

根
室
海
峡
沿
岸
地
域
の
歩
み

を
伝
え
る
数
々
の
エ
ピ
ソ
ー
ド

を
、
人
と
鮭
の
つ
な
が
り
を

テ
ー
マ
に
１
つ
に
ま
と
め
た

一
万
年
の
ス
ト
ー
リ
ー
。
そ
れ

が
「
鮭
の
聖
地
」
の
物
語
～
根

室
海
峡
一
万
年
の
道
程
～
で

す
。標
津
町
・
根
室
市
・
別
海
町
・

羅
臼
町
の
根
室
海
峡
沿
岸
１
市

３
町
を
舞
台
と
す
る
こ
の
ス

ト
ー
リ
ー
は
、
令
和
２
年
、
日

本
遺
産
に
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

★
標
津
町
民
ま
つ
り
水
・
キ
ラ

リ
（
８
月
第
１
日
曜
開
催
）

　

豊
か
な
自
然
環
境
を
１
０
０

年
後
の
未
来
に
継
承
し
て
い
こ

う
と
い
う
理
念
に
よ
り
、「
水
」

を
テ
ー
マ
と
し
て
平
成
11
年
に

新
た
な
伝
統
の
祭
り
が
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。

　

祭
り
は
、
水
へ
の
感
謝
と
環

境
を
育
ん
で
い
こ
う
と
い
う
町

民
の
想
い
を
ひ
と
つ
に
し
た
儀

式
か
ら
、
賑
わ
い
や
楽
し
み
を

共
有
す
る
数
々
の
催
し
、
町
全

体
が
一
体
と
な
り
喜
び
と
感
謝

を
表
す
５
基
の
山
車
と
踊
り
手

等
に
よ
る
勇
壮
な
巡
行
が
行
わ

れ
ま
す
。

★
し
べ
つ
あ
き
あ
じ
ま
つ
り

　

毎
年
９
月
最
終
日
曜
日
に

サ
ー
モ
ン
パ
ー
ク
広
場
で
開
か

れ
、
標
津
の
秋
の
味
覚
を
堪
能

で
き
ま
す
。

　

朝
獲
り
秋
鮭
の
激
安
販
売

や
、
標
津
さ
け
定
置
漁
業
部
会

に
よ
る
イ
ク
ラ
丼
の
無
料
提
供

に
は
長
蛇
の
列
が
で
き
、
あ
き

あ
じ
大
漁
つ
か
み
ど
り
レ
ー
ス

に
は
参
加
者
が
殺
到
な
ど
、
味

覚
や
賑
わ
い
の
イ
ベ
ン
ト
が
盛

り
沢
山
で
す
。

★
し
べ
つ
鮭
三
大
漬
丼

　

親
子
三

代
の
鮭
に

見
立
て
、

切
身
鮭
の

出
汁
正
油

漬
け
と
最

高
級
品
の

い
く
ら
と

甘
み
の
濃
い
鮭
節
と
の
相
性

抜
群
の
ご
当
地
丼
ぶ
り
で
す
。

鮭
、
ほ
た
て
、
い
く
ら
、
鮭
節

と
標
津
の
名
産
が
て
ん
こ
盛
り

で
、「
全
国
ご
当
地
ど
ん
ぶ
り

選
手
権
」
で
は
約
１
万
５
千
食

の
実
績
も
あ
る
、
標
津
町
な
ら

で
は
の
ご
当
地
グ
ル
メ
の
代
表

で
す
。

★
鮭
飯
寿
司

　

鮭
と
野
菜
の
熟
成
し
た
う
ま

味
に
、
米
飯
の
甘
さ
と
乳
酸
の

酸
味
が
調
和
し
た
奥
深
い
味
わ

い
が
特
徴
の
、
親
か
ら
子
へ
と

代
を
受
け
継
が
れ
て
き
た
伝
統

料
理
で
す
。
お
正
月
の
味
と
し

て
古
く
か
ら
親
し
ま
れ
、
お

酒
と
の
相

性
も
抜
群
。

特
に
年
の

瀬
か
ら
新

年
に
は
食

卓
に
欠
か

せ
な
い
一

品
で
す
。

★
〝
試
せ
る
大
地
〟
標
津
町

　

酪
農
業
と
水
産
業
を
基
幹
産

業
と
し
、
町
の
７
割
近
い
面
積

に
山
林
を
抱
え
、
ア
イ
ヌ
文
化

や
美
し
い
景
観
な
ど
、
標
津
町

に
は
様
々
な
地
域
資
源
が
あ

り
、
持
続
的
で
発
展
的
な
ま
ち

づ
く
り
の
基
軸
と
な
っ
て
い
ま

す
が
、
人
口
減
少
に
よ
る
担
い

手
不
足
や
、
新
型
コ
ロ
ナ
な
ど

の
環
境
的
要
因
の
急
激
な
変
化

に
よ
り
、
特
に
経
済
・
生
活
基

盤
と
な
る
べ
き
第
一
次
産
業
に

対
す
る
課
題
が
多
く
あ
る
状
況

で
す
。

　

そ
の
よ
う
な
中
、
海
・
山
・

川
・
大
平
原
の
多
様
な
フ
ィ
ー

ル
ド
を
抱
え
、
さ
ら
に
は
都
市

部
よ
り
も
比
較
的
規
制
が
緩
や

か
な
標
津
町
に
お
い
て
、
課
題

の
解
決
に
資
す
る
先
端
技
術
の

実
証
試
験
地
と
し
て
積
極
的
に

多
様
で
広
大
な
フ
ィ
ー
ル
ド
の

活
用
提
案
を
行
っ
て
い
ま
す
。

    

★
移
住
に
つ
い
て

　

標
津
町
で
は
、「
ひ
と
づ
く

り
×
ま
ち
づ
く
り
＝
み
ら
い
づ

く
り
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
、「
町

民
の
笑
顔
輝
く
」
た
め
の
政
策

を
ひ
と
ま
と
め
に
し
た
“
政

策
パ
ッ
ケ
ー
ジ
”
を
展
開
し

て
い
ま
す
。

　

住
宅
取
得
に
対
す
る
助
成
、

起
業
の
支
援
に
は
移
住
要
件
に

よ
る
助
成
金
の
上
乗
せ
措
置
が

あ
る
ほ
か
、
こ
ど
も
園
の
利
用

に
関
し
て
３
号
認
定
児
（
０
～

３
歳
未
満
）
の
使
用
料
は
国
の

基
準
の
４
分
の
１
と
す
る
な
ど

の
保
護
者
負
担
軽
減
、
Ａ
Ｉ
を

活
用
し
た
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
や
幼
少

期
か
ら
の
運
動
の
習
慣
づ
け
な

ど
の
知
・
徳
・
体
・
食
育
環
境

の
整
備
な
ど
が
、
代
表
的
な
施

策
で
す
。

　

移
住
の
相
談
も
ワ
ン
ス
ト
ッ

プ
窓
口
を
設
置
し
、
オ
ン
ラ
イ

ン
に
も
対
応
し
て
い
ま
す
。
標

津
町
に
マ
ッ
チ
し
な
い
場
合
に

は
近
隣
で
マ
ッ
チ
し
そ
う
な
自

治
体
の
紹
介
も
で
き
ま
す
の

で
、
ま
ず
は
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

相
談
先
：
標
津
町
定
住
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
（
運
営
：
ゆ
こ
う

株
式
会
社
）

連
絡
先
：
０
９
０
‐
２
４
８
５

‐
０
９
８
４
（
担
当
：
大
野
）

移
住
情
報
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
：

https://shibetsutown-iju.
com/

 
★
北
方
領
土
館

　

北
方
領
土
館
は
、
昭
和
54
年

社
団
法
人
北
方
領
土
復
帰
期
成

同
盟
に
よ
り
、
北
方
領
土
返
還

運
動
の
推
進
、
啓
発
の
施
設
と

し
て
建
設
さ
れ
ま
し
た
。ま
た
、

知
床
・
ノ
サ
ッ
プ
ラ
イ
ン
の

ち
ょ
う
ど
中
央
に
位
置
し
、
網

走
管
内
に
も
通
じ
る
ル
ー
ト
を

擁
し
て
い
る
こ
と
、
北
方
領
土

国
後
島
ま
で
直
線
距
離
で
24
㎞

の
最
も
近
い
位
置
に
あ
る
こ
と

か
ら
標
津
町
に
設
置
さ
れ
ま
し

た
。

　

２
階
の
展
望
室
か
ら
国
後
島

を
間
近
に
望
む
こ
と
が
で
き
、

全
国
か
ら
中
高
生
の
修
学
旅

行
・
近
郊
の
見
学
旅
行
で
領
土

問
題
の
学
習
や
元
島
民
の
方
か

ら
の
北
方
領
土
講
話
を
受
け
る

な
ど
、
他
地
域
に
は
な
い
教
育

施
設
と
し
て
活
用
さ
れ
て
い
ま

す
。

★
標
津
サ
ー
モ
ン
パ
ー
ク

　

標
津
サ
ー
モ
ン
パ
ー
ク
内
に

あ
る
サ
ー
モ
ン
科
学
館
は
、
世

界
に
生
息
し
て
い
る
サ
ケ
の
仲

間
18
種
30
種
類
以
上
を
展
示
す

る
「
サ
ケ
」
の
水
族
館
で
す
。

サ
ケ
の
誕
生
か
ら
産
卵
ま
で
、

サ
ケ
の
不
思
議
な
生
態
を
季
節

ご
と
の
行
動
展
示
を
行
っ
て
い

ま
す
。
特
に
館
内
の
「
魚
道
水

槽
」
で
は
、
９
～
10
月
に
は
シ

ロ
ザ
ケ
・
カ
ラ
フ
ト
マ
ス
が
遡

上
す
る
様
子
が
見
学
で
き
、
11

月
に
は
１
日
に
２
～
３
回
産
卵

の
瞬
間
に
立
ち
会
え
る
チ
ャ
ン

ス
が
あ
り
、
２
～
５
月
に
は
海

へ
旅
立
つ
前
の
シ
ロ
ザ
ケ
の
稚

魚
約
１
万
尾
を
見
る
こ
と
が
で

き
る
ほ
か
、
サ
ケ
に
ま
つ
わ
る

食
文
化
や
ア
イ
ヌ
文
化
も
同
時

に
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
な
ど
教

育
活
動
も
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
チ
ョ
ウ
ザ
メ
「
指
パ

ク
」体
験
コ
ー
ナ
ー
で
は
、チ
ョ

ウ
ザ
メ
に
指
を
食
べ
ら
れ
る
人

気
の
体
験
も
で
き
ま
す
。
チ
ョ

ウ
ザ
メ
は
歯
が
な
い
魚
な
の

で
、噛
ま
れ
て
も
大
丈
夫
で
す
。

い
つ
で
も
ど
な
た
で
も
チ
ャ
レ

ン
ジ
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
サ
ー
モ
ン
科
学
館
に
併

設
の
サ
ー
モ
ン
プ
ラ
ザ
で
は
、

特
産
物
や
加
工
品
の
販
売
コ
ー

ナ
ー
、
し
べ
つ
牛
乳
を
使
用
し

た
ソ
フ
ト
ク
リ
ー
ム
な
ど
の
軽

食
や
レ
ス
ト
ラ
ン
を
利
用
す
る

こ
と
が
で
き
、
根
室
地
方
の
観

光
拠
点
と
な
っ
て
い
ま
す
。

★
ポ
ー
川
史
跡
自
然
公
園

　

町
の
北
に
位
置
す
る
ポ
ー
川

周
辺
は
、
８
０
０
種
以
上
の
昆

虫
、
４
０
０
種
以
上
の
植
物
、

道
東
の
最
小
か
ら
最
大
ま
で
す

べ
て
の
哺
乳
類
が
生
息
し
て
い

ま
す
。
木
道
を
散
策
し
な
が
ら

生
息
す
る
植
物
や
動
物
を
観
察

し
た
り
、
カ
ヌ
ー
に
乗
っ
て
川

面
を
覆
う
河
畔
の
木
々
を
か
き

分
け
進
ん
だ
り
、
遺
跡
群
や
出

土
品
を
通
じ
て
歴
史
と
文
化
を

学
ぶ
な
ど
楽
し
み
か
た
は
人
そ

れ
ぞ
れ
で
す
。
日
本
遺
産
「
鮭

の
聖
地
」
の
一
端
を
担
う
ポ
ー

川
史
跡
自
然
公
園
で
、
太
古
の

歴
史
に
思
い
を
は
せ
過
ご
し
て

み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

★
し
べ
つ
海
の
公
園

　

海
の
公
園
に
は
、
キ
ャ
ン
ピ

ン
グ
カ
ー
等
の
大
型
車
に
も
対

応
し
て
い
る
広
々
と
し
た
オ
ー

ト
キ
ャ
ン
プ
場
が
あ
り
、
広
い

海
と
壮
大
な
知
床
連
山
を
見
つ

め
、
芝
生
の
上
で
ゆ
っ
た
り
過

ご
せ
ま
す
。
地
元
で
水
揚
げ
さ

れ
た
新
鮮
な
サ
ケ
の
ハ
ラ
ス

や
、
そ
の
ま
ま
食
べ
て
も
お
い

し
い
い
く
ら
、
香
ば
し
い
鮭
節

な
ど
標
津
町
な
ら
で
は
の
食
材

を
用
い
て
、
思
い
出
に
残
る

キ
ャ
ン
プ
飯
を
堪
能
す
る
も
よ

し
、
近
く
の
飲
食
店
で
美
食
を

楽
し
む
の
も
よ
し
、
好
き
な
よ

う
に
キ
ャ
ン
プ
も
町
も
楽
し
め

る
、
家
族
に
も
ラ
イ
ダ
ー
さ
ん

に
も
お
す
す
め
の
キ
ャ
ン
プ
場

で
す
。

　

海
・
山
・
川
・
大
平
原
の
多
様
な
地
勢
を
有
し
「
北
海
道
ら

し
い
」
豊
か
な
自
然
環
境
の
も
と
、
国
内
屈
指
の
漁
獲
を
誇
る

秋
鮭
や
天
然
ホ
タ
テ
貝
を
主
力
と
す
る
漁
業
、
こ
れ
を
加
工
原

料
と
し
た
イ
ク
ラ
、
鮭
加
工
、
ホ
タ
テ
製
品
な
ど
を
製
造
出
荷

す
る
水
産
加
工
業
に
よ
る
水
産
業
と
、
広
大
な
牧
草
地
で
約

２
万
頭
の
乳
牛
に
よ
り
牛
乳
を
出
荷
す
る
酪
農
業
に
よ
り
、「
食

の
生
産
の
ま
ち
」
と
し
て
日
本
の
食
卓
を
支
え
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
お
い
し

い
食
材
や
食
料
品
を
お

届
け
す
る
た
め
の
ま
ち

づ
く
り
に
、
皆
様
か
ら

「
寄
付
」
と
い
う
形
で
ご

参
加
い
た
だ
く
こ
と
が

で
き
ま
す
の
で
、
温
か

い
ご
支
援
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

問
合
先
：
標
津
町
役
場
企
画
政
策
課
ふ
る
さ
と
納
税
担
当

連
絡
先
：
０
１
５
３
‐
８
５
‐
７
２
４
０

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
：

　
　
　
　
　

https://www.shibetsutown.jp/furusato/

観
光
ス
ポ
ッ
ト

市
町
村
か
ら

移
住
に
つ
い
て

●お問い合わせ　
標津町役場　〒０８６－１６３２　北海道標津郡標津町北２条西１丁目１番３号
ＴＥＬ：０１５３－８５－７２４０　ＦＡＸ：０１５３－８２－３０１１

E-mail：kikaku@town.shibetsu.lg.jp
公式ホームページ：https://www.shibetsutown.jp/

※
掲
載
さ
れ
て
い
る
イ
ベ
ン
ト
情
報
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
で
開
催
日
程
の
変
更
、
中
止
の
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

ふ
る
さ
と
納
税

標し
べ
つ津
町
の
ご
紹
介

感
動
体
験
の
地　

標
津
町

　
（
北
方
領
土
館
か
ら
見
た
国
後
島
）

標津町へのアクセス
URL：https://www.shibetsutown.jp/shokai/access/


